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オ
サ

マ

ビ
ン
ラ
デ
イ
ン
を
追
え

（上
）

●

―
―

テ
ロ
対
策
に
お
け
る
シ
ギ
ン
ト
の
役
割

初
め
に

世
界
で
は
現
在
、
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
や
ア
ル
カ

イ
ダ
な
ど
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
に
よ
る
テ
ロ
行
為

が
横
行
し
注
目
を
集
め
て
い
る
．
こ
の
よ
う
な
状

況
の
下
、
我
が
国
で
も
二
〇

一
五
年
末
に
は
外
務

省
内
に

「
国
際
テ
ロ
情
報
収
集

ユ
ニ
ッ
ト
」
が
設

置
さ
れ
、
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
に
よ
る
テ
ロ
対
策
が
強

化
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
て

と
こ
ろ
で
、
テ
ロ
対
策
で
は
、
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト

の
他
シ
ギ
ン
ト

（信
号
諜
報
）
、
イ
ミ
ン
ト

（画
像

諜
報
）
な
ど
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
各
分
野
が
協
力

し
て
総
合
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

中
で
も

シ
ギ

ン
ト

の
役
割
は
極
め
て
重
要

で
あ

る
ｃシ

ギ
ン
ト
の
役
割
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
米
国

の
シ
ギ
ン
ト
機
関
で
あ
る
国
家
安
全
保
障
庁
Ｎ
Ｓ

Ａ
は
、
公
開
の
公
式
文
書
で
テ
ロ
対
策
が
そ
の
主

要
任
務
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
漏
洩

さ
れ
た
米
国
の
極
秘
文
書

「
二
〇
〇
七
年
シ
ギ
ン

ト
戦
略
的
任
務
リ
ス
ト
」
は
、
テ
ロ
対
策
を
第

一

番
の
任
務
と
記
載
し
て
い
る
。
更
に
、
元
米
国
家

テ
ロ
対
策
セ
ン
タ
ー
長
マ
イ
ケ
ル

・
ラ
イ
ト
ナ
ー

は

「
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
傑
出
し
た
選
手
或
い
は
中
心
プ
レ

ー
ヤ
ー
で
な
か
っ
た
テ
ロ
調
査

・
捜
査
と
い
う
の

は
思
い
付
か
な
い
」
と
ま
で
語

っ
て
い
る
ｃ

と
こ
ろ
が
我
が
国
で
は
、
ど
う
い
う
訳
か
、
テ

ロ
対
策
に
お
け
る
シ
ギ
ン
ト
の
重
要
性
が
必
ず
し

も
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
っ

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の
創
設
者

で
あ
る
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
対
策
を
例
に
取

り
上
げ
て
、
米
国
の
シ
ギ
ン
ト
活
動
を
見
る
こ
と

日
本
大
学
危
機
管
理
学
部
教
授

（元
警
察
庁
政
策
評
価
審
議
官
）

茂

田

恙

良

に
よ
り
、

テ

ロ
対
策

に
お
け
る
シ
ギ

ン
ト

の
役

割
、
重
要
性
を
理
解
す
る

一
助
と
し
た

い
。
先
の

ラ
イ
ト
ナ
ー
は
、
「
Ｎ
Ｓ
Ａ
ほ
ど

ア
ル
カ
イ
ダ
の

内
部
状
況
に
つ
い
て
知
見
を
与
え
て
く
れ
た
も

の

は
な
か

っ
た
」
七
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
通
常
ン
ギ
ン
ト
活
動
は
秘
匿
さ
れ
る
た

め
、
テ
ロ
対
策

の
具
体
例
で
シ
ギ
ン
ト
が
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
を
知
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
シ
ギ

ン
ト
研
究
家

の
論
文
や
著
作
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
に
米
国
シ
ギ
ン
ト
機
関
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
の
公

開
資
料
や
漏
洩
資
料
を
参
考
に
し
て
、
本
件

の
実

像
に
迫

っ
て
み
た

い
．

第

一　
オ
サ
マ
・ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
略
歴
　
５６

初
め
に
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
に
つ
い
　
畔



て
、
簡
単
な
経
歴
を
紹
介
す
る
。

１
　
生
立
ち

オ
サ

マ

・
ビ

ン
ラ
デ
イ
ン
は
、　
一
九
二
七
年
二

月
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
首
都
リ
ヤ
ド
で
生
ま
れ

た
。
父
モ
ハ
メ
ド

・
ビ

ン
ラ
デ
イ
ン
は
、　
一
九
〇

八
年
生
れ
、
サ
ウ
ジ
の
隣
国
イ

エ
メ
ン
出
身
で
あ

る
が
、
立
身
出
世
の
人
で
あ
り
、
建
設
業
で
成
功

し
て

一
代
で
資
産
五
〇
億
ド
ル
と
も
言
わ
れ
る
財

間
を
築
き
上
げ
た
。
父
モ
ハ
メ
ド
は
、
事
業
拡
大

の
目
的
も
あ

っ
て
、
多
く
の
部
族

の
娘
を
妻
と
し

て
結
婚
と
離
婚
を
繰
り
返
し
（イ
ス
ラ
ム
法
に
従
い

同
時
に
結
婚
し
て
い
た
妻
は
四
人
以
内
で
あ

っ
た

が
）
、
結
局
三
二
人
の
妻
と

の
間
に
五
六
人
の
子
供

を
得
た
。
父
モ
ハ
メ
ド
は
、　
一
九
六
七
年
に
航
空

機
事
故
で
死
亡
し
た
が
、
財
閥
は
長
兄
達
に
引
き

継
が
れ
、
今
や
巨
大
国
際
企
業
と
な

っ
て
い
る
。

オ
サ

マ
は
、
シ
リ
ア
人
の
母

ハ
ミ
ダ
と
の
間
に

生
ま
れ
た
が
、
母
は
オ
サ

マ
出
産
後
に
離
婚
し
、

夫
モ
ハ
メ
ド
の
紹
介

で
夫

の
仲
間
で
あ
る
ア
ル

・

ア
タ
ス
と
再
婚
し
て
い
る
。
オ
サ

マ
は
、
ア
ル

・

ア
タ
ス
家

で
四
人

の
異
父
弟
妹
と
共

に
育

っ
た

が
、　
一
九
六
七
年

の
父
モ
ハ
メ
ド
の
事
故
死
に
よ

り
二
五
〇
〇
ヽ
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
遺
産
を
相
続

し
た
と
言
わ
れ
る
。
オ
サ

マ
は
サ
ウ
ジ
国
内

で
高

等
教
育
を
受
け
た
が
、
大
学
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
と

聖
戦

（ジ
ハ
ー
ド
）
に
関
心
を

不
し
て
い
る
．．

な
お
、
オ
サ

マ
自
身
も
五
人
の
妻
と
の
間
に
二

〇
人
か
ら
二
六
人
の
子
供
が
い
る
と

い
う
．

２
　
ソ
連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
と
ソ
連
軍
と

の
戦

い

一
九
七
九
年

一
二
月
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
に
侵
攻
す
る
と
、
オ
サ

マ
は
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
に
赴
き
、
実
質
的
な
サ
ウ
ジ
代
表
と
し
て
、
ソ

連
軍
と
の
戦

い
に
お
い
て
物
資
補
給
や
ア
ラ
ブ
諸

国
か

らヽ
の
義
勇
兵
の
受
入
れ
な
ど
、
ム
ジ
ャ
ヒ
デ

ィ
ー
ン
支
援
に
当
た

っ
た
。

そ
の
活
動
の

一
環
で
、　
一
九
八
八
年
八
月
に
オ

サ

マ
は
ア
ル
カ
イ
ダ
を
創
設
し
た
。　
一
九
八
九
年

二
月
に
は
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ン
か
ら
撤
退
し
、
ア

フ
ガ
ン
に
お
け
る

「
聖
戦
」
は
成
功
し
た
。
オ
サ

マ
は

一
九
九
〇
年
に
英
雄
と
し
て
サ
ウ
ジ
に
帰
還

し
た
が
、
新
た
な

「
聖
戦
」
の
場
を
求
め
て
い
た
。

３
　
湾
岸
戦
争
と
反
米
活
動

そ
の
よ
う
な
時
、　
一
九
九
０
年
八
月
イ
ラ
ク
が

ク
ウ

ェ
ー
ト
を
侵
略
し
、
そ
の
た
め

一
九
九

一
年

一
月
か
ら
二
月
に
か
け

て
湾
岸
戦
争
が
行
わ
れ

た
ｃ
米
国
は
、
こ
れ
を
機
に
、
サ
ウ
ジ
国
内
に
基

地
を
得
て
米
軍
の
駐
留
を
開
始
し
た
。

オ
サ

マ
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
地
メ
ッ
ヵ
、
メ

デ
ィ
ナ
を
擁
す
る
サ
ウ
ジ
国
内
に
非
イ
ス
ラ
ム
教
　
扇

徒
の
米
軍
が
駐
留
す
る
こ
と
に
反
発
し
、
公
然
と
　
曜

サ
ウ
ジ
政
府

（王
室
）
を
批
判
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
た
め
、
サ
ウ
ジ
か
ら
追
放
さ
れ
、　
一
九

九
二
年
に
ス
ー
ダ
ン
に
移
住
し
た
。

４
　
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
事
業
展
開
と
テ
ロ
活

動
オ
サ

マ
は
、
ス
ー
ダ
ン
に
ア
フ
ガ
ン
で
の
ム
ジ

ャ
ヒ
デ
ィ
ー
ン
仲
間
を
引
き
連
れ
て
移
住
し
、
豊

富
な
資
産
を
活
用
し
て
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
農
業
な

ど
各
種

の
事
業
を
営
ん
だ
が
、
サ
ウ
ジ
政
府

（Ｉ

室
）
を
批
判
し
続
け
た
た
め
、　
一
九
九
四
年
に
サ

ウ
ジ
政
府
は
オ
サ

マ
の
国
籍
を
剥
奪
す
る
と
共

に
、
ビ
ン
ラ
デ
イ
ン
家
に
対
し
て
オ
サ

マ
に
対
す

る
経
済
的
支
援
を
停
止
さ
せ
た
。

オ
サ

マ
は
、
事
業
活
動

の
蔭
で
、
各
地

の
対
米

テ
ロ
を
支
援
し
、
更
に
自
ら
対
米
テ
ロ
の
実
行
に

も
乗
り
出
し
て
い
っ
た
ｃ
そ
の
事
例
と
し
て
有
名

な
の
が
、　
一
九
九
三
年
二
月
米
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
自
動
車
爆
弾

テ
ロ
で
あ
り
、
死
者
六
人
、
負
傷
者
千
人
以
上
の

被
害
を
惹
き
起
こ
し
て
い
る
っ
更
に
、　
一
九
九
五

年

一
一
月
に
サ
ウ
ジ
の
リ
ヤ
ド
で
爆
弾
テ
ロ
に
よ

り
米
民
間
人
五
人
を
殺
害
し
、　
一
九
九
六
年
六
月

に
は
サ
ウ
ジ
の
ダ
ー
ラ
ン
で
爆
弾
テ
ロ
に
よ
り
米
　
‐９



軍
人

一
九
人
を
殺
害
し
て
い
る
。
但
し
当
時
は
、

こ
れ
ら
の
テ
ロ
に
関
す
る
オ
サ

マ
の
関
与
は
秘
匿

さ
れ
て
い
た
ｃ

一
九
九
六
年
、
サ
ウ
ジ
、

エ
ジ
プ
ト
、
米
国
の

圧
力
に
よ
り
、
ス
ー
ダ
ン
は
オ
サ

マ
に
出
国
を
要

求
し
た
。
そ
こ
で
同
年
五
月
、
オ
サ

マ
は
チ
ャ
ー

タ
ー
機
で
ス
ー
ダ
ン
を
出
国
し
、
タ
リ
バ
ン
政
権

が
支
配
す
る
ア
フ
ガ
ン
に
移
住
し
、
以
後
ア
フ
ガ

ン
を
拠
点
に
「
聖
戦
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。

５
　
ア
フ
ガ
ン
か
ら
の
テ
回
活
動

オ
サ

マ
は
、　
一
九
九
六
年
八
月
に
は
米
国
に
宣

戦
を
布
告
し
、　
一
九
九
八
年
二
月
に
は

「
北
米
人

と
そ
の
同
盟
国
人
の
殺
害
は
、
ア
ル
ア
ク
サ
寺
院

三

ル
サ
レ
ム
）
と
聖
な
る
モ
ス
ク

（メ
ッ
カ
）
を

解
放
す
る
た
め

の
イ

ス
ラ
ム
教
徒

の
義
務

で
あ

る
」
と

の
フ
ア
ト
ワ

（見
解
）
を

ア
イ

マ
ン

・
ア

ル
ザ
ワ
ヒ
リ
と
共
同
で
発
出
し
た
。
即
ち
、
民
間

人
も
正
当
な
殺
害
対
象
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
民

間
人
対
象

テ
ロ
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
．

一
九
九
八
年
八
月
に
は
、
ケ

ニ
ア
、
タ
ン
ザ

ニ

ア
両
国
同
時
に
米
大
使
館
に
ト
ラ
ッ
ク
爆
弾
テ
ロ

を
仕
掛
け
て
、
死
者

三
二
四
人
以
上
（内
、
米
人

一

二
人
）
、
負
傷
者
数
千
人

の
大
惨
事
を
な
き
起

こ

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
米
国
は
、
ア
フ
ガ
ン
東
部

で
オ
サ

マ
が
所
在
し
て
い
た
ホ
ー
ス
ト
の
訓
練
キ

ャ
ン
プ
な
ど
六
か
所
を
巡
航
ミ
サ
イ
ル
六
六
発
で

攻
撃
し
た
が
、
オ
サ

マ
の
所
在
確
認
か
ら
攻
撃
ま

で
に
時
間
が
掛
か

っ
た
た
め
、
攻
撃
時
に
は
オ
サ

マ
自
身
は
現
地
を
離
れ
て
い
て
、
難
を
逃
れ
た
。

そ
の
後
、
オ
サ

マ
は
、
米
国
に
対
し
て
多
く
の

テ
ロ
を
企
画
立
案
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
成
功
例

と
し
て
有
名
な
の
が
、
二
〇
〇
〇
年

一
０
月
イ

エ

メ
ン
に
お
け
る
米
駆
逐
艦

コ
ー
ル
に
対
す
る
ボ
ー

ト
自
爆
攻
撃
で
あ
る
こ
米
海
軍
に
死
者

一
七
人
、

負
傷
者
三
九
人
の
被
害
を
与
え
て
い
る
。

そ
し
て
遂
に
、
二
〇
〇

一
年
九
月

一
一
日
に
は

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
を
成
功
さ
せ
、
死
者
三
千
人

以
上

（内
、
日
本
人
三
四
人
）
と

い
う
大
被
害
を

与
え
て
い
る
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
米
国
は
、
有
志
連
合
を

形
成
し
て
二
〇
〇

一
年

一
〇
月
ア
フ
ガ
ン
に
侵
攻

し
、　
一
一
月
に
は
タ
リ
バ
ン
政
権
を
崩
壊
さ
せ
、

オ
サ

マ

・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
は
潜
伏
す
る
こ
と
と
な

る
。
米
国
は
オ
サ

マ
に
多
額
の
賞
金
を
懸
け
行
方

を
追
跡
し
て
い
た
が
、
遂
に
二
〇

一
一
年
五
月
二

日
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内

の
首
都
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド

北
東
五
〇
キ
ロ
の
ア
ボ
タ
バ
ー
ド
市
内

の
隠
れ
家

で
米
海
軍
特
殊
部
隊
シ
ー
ル
ズ
が
射
殺
し
た
。
オ

サ

マ
は
こ
の
隠
れ
家
に
二
〇
〇
五
年
前
後
か
ら
潜

伏
し
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
．

そ
れ
で
は
以
下
、
先
ず

マ
シ
ュ
ー

・
エ
イ
ド
の

論
文

「
シ
ギ

ン
ト
と
国
際

テ
ロ
と

の
戦

い
」
＊
‐
　
２０

を
基
に
オ
サ

マ

・
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
対
策
に
お
け
る

シ
ギ
ン
ト
の
役
割
を
見
て
い
き
た

い
。

第
ニ
　
ア
ル
カ
イ
ダ
対
策
に
お
け
る

米
国
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
課
題

１
　
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
の
殆
ど
完
全
な
欠
落

米
国
の
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
機
関
で
あ
る
中
央
諜
報

庁
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
に
対
す
る
諜
報
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
ア
ル
カ
イ
ダ
組
織

へ
の

浸
透
に
は
成
功
せ
ず
、
九

・
一
一
同
時
多
発

テ
ロ

事
件
に
先
立

っ
て
は
、
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
情
報
源
は

殆
ど
完
全
に
欠
落
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
最
大
の
原
因
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
い
う
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
テ
ロ
集
団
の
性
格
に
起
因
し

て
い
る
。
即
ち
■
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
組
織
は
、

独
特
な
宗
教
的
ド
グ
マ
を
信
奉
し
、
外
部
の
者
を

信
用
し
な
い
。
従

っ
て
、
組
織
構
成
員
か
ら
金
銭

的
報
酬
な
ど
で
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト

（協
力
者
）
を
獲

得
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
ま
た
、
外
部
か

ら
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト

（協
力
者
）
を
潜
入
さ
せ
る
こ

と
も
難
し
い
こ

更
に
、
仮
に
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
の
潜
入
に
成
功
し

た
と
し
て
も
、
組
織
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
た

め
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
側
近
の
組
織
中
枢
　
１５

に
ま
で
浸
透
で
き
な
け
れ
ば
、
具
体
的
な
テ
ロ
作
　
暗



戦
計
画
な
ど
質

の
高

い
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は

で
き
な

い
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
こ
れ
は
米
国
に
限
ら
ず
如
何
な

る
国

の
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
機
関
が
取
り
組
む
場
合
で
も
直

面
す
る
困
難
で
あ
る
。
我
が
国
の

「
国
際
テ

ロ
情

報
収
集

ユ
ニ
ッ
ト
」
の
担
当
者
が
イ
ス
ラ
ム
原
理

主
義
組
織
を
前
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
如
何

に
し
て
立
ち
向
か
う

の
か
、
大

い
に
関
心

の
ぁ
る

所
で
あ
る
。

２
　
シ
ギ
ン
ト
の
困
難
性

シ
ギ
ン
ト
に
よ
る
情
報
収
集
も
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト

同
様
に
困
難
が
付
き
ま
と
う
．
そ
れ
は
、
ア
ル
カ

イ
ダ
が
国
家
支
援
を
受
け
な
い
組
織
で
あ
る
こ
と

と
、
そ
の
組
織
形
態
の
特
徴
に
起
因
す
る
。

第

一
に
、
例
え
ば
、
二
〇
世
紀
の
パ
レ
ス
チ
ナ

の
テ
ロ
組
織
な
ど
、
ソ
連
そ
の
他
か
ら

一
定

の
国

家
支
援
を
受
け
て
い
た
テ
ロ
組
織
に
つ
い
て
は
、

支
援
国
の
担
当
官
や
そ
の
通
信
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
情
報
収
集
が
可
能
で
あ

つ
た
。
と
こ
ろ
が
、

ア
ル
カ
イ
ダ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
特
定
の
者
ゃ
通

信
が
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
Ｌ
、
そ

こ
を
標
的
と
し
て
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
．

第
二
に
、
国
家
支
援
を
受
け
た
テ
ロ
組
織
で
あ

れ
ば
、
資
金
援
助
を
受
け
る
た
め
、
特
定
の
銀
行

口
座
や
送
金
方
法
を
と
る
た
め
、
こ
の
情
報
を
収

集
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
．
と
こ
ろ
が
、
ア
ル
カ
イ
ダ
は
、
オ
サ

マ

・
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
の
個
人
資
産
を
使

い
果
た
し
た
後

は
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
か
ら
の
自
発
的
寄
付
或

い
は

恐
喝
に
よ

っ
て
資
金
を
調
達
し
て
い
る
。
固
定
的

な
資
金
調
達
ル
ー
ト
を
持

っ
て
い
た
訳
で
は
な

い

の
で
、

こ
の
点
か
ら

の
情
報
収
集
も
難
し
か

つ

た
。第

三
に
、
ア
ル
カ
イ
ダ
は
、

い
わ
ば
小
規
模

の

テ
ロ
諸
集
団
が
緩
く
結
び

つ
い
た
連
合
体
と
で
も

言
う
べ
き
も

の
で
あ
り
、　
一
つ
の
テ
ロ
集
団
と
し

て
中
央
集
権
的
な
強
固
な
構
造
を
有
し
て
い
た
訳

で
は
な

い
。
従

っ
て
、
指
揮
通
信
系
統
に
つ
い
て

も
、
オ
サ

マ
を
頂
点
と
す
る
中
央
集
権
的
な
固
定

的
な
系
統
が
存
在
し
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ア

ル
カ
イ
ダ
組
織
の
非
構
造
的
な
特
徴
が
、
通
信
傍

受
に
お
い
て
標
的
の
選
定
と
傍
受

の
困
難
性
を
高

め
て
い
た
の
で
あ
る
こ

こ
の
よ
う
に
シ
ギ
ン
ト
に
お

い
て
も
、
情
報
収

集
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
九

・
一
一

以
前
に
お
い
て
は
、
米
国
の
ア
ル
カ
イ
ダ
に
対
す

る
唯

一
の
情
報
源
は
シ
ギ
ン
ト
で
あ

つ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、
シ
ギ
ン
ト
が
如
何
に
し
て
ア
ル

カ
イ
ダ
情
報
を
入
手
し
て
き
た
の
か
、
見
て
い
こ

う
ｃ

第
三
　
テ
ロ
資
金
源
と
し
て
オ
サ
マ

に
注

目

（
一
九
九
四
年
以
降
）

米
国
は
当
初
、
オ
サ

マ

・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
単

に
国
際
テ
ロ
の
支
援
者
、
テ
ロ
組
織
に
対
す
る
資

金
提
供
者
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
支
援
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、　
一
九
九
四
年

か
ら
ア
ル
カ
イ
ダ
の
送
金
記
録

の
追
跡
を
開
始
し

た
。
そ
の
方
法
は
、
オ
サ

マ
と
ア
ル
カ
イ
ダ
エ
作

員
が
管
理
す
る
中
東
や
南
ア
ジ
ア
の
銀
行
日
座

の

送
金
情
報
を
抽
出
分
析
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
と
見

ら
れ
る
。

ｌ
　
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
構
築
し
た
国
際
金
融
デ
ー
タ
取

得
網

Ｎ
Ｓ
Ａ
は
、
国
際
間
の
銀
行
取
引
の
監
視
に
よ

り
、
テ
ロ
対
策
．
不
法
葉
物
密
輸
、

マ
ネ

ロ
ン
、

違
法
技
術
移
転
、
核
拡
散
、
第
二
世
界
の
負
債
問

題
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

一
九
八

一
年
か
ら
は
、
国
際
電
信
送
金

の
ネ

ツ

ト
ワ
ー
ク
主
要
三
機
関
の
送
金
デ
ー
タ
通
信
の
傍

受
を
開
始
し
た
と

い
う
。
そ
れ
は
、
主
要
通
貨
で

あ
る
ド
ル
、
ポ
ン
ド
、
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
の
送
金
情

報
で
あ
り
、
次

の
三

つ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ

収
集
体
制
を
構
築
し
て
い
た
と

い
う
。

Ｏ
　
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

（Ｑ
①
竺
記

国
８
∽Φ
〓
め
『ｇ
昇
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り
ヽ
「
日
の
ュ
）
（本
部
Ｎ
Ｙ
、
二
五
か
国
の
銀
行

一

二
九
行
が
参
加
）
米
ド
ル
の
送
金
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

Ｏ
　
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｐ

Ｓ

（
ロ
ン
ド
ン
）
ポ

ン
ド
の
送
金

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

Ｏ
　
Ｓ
Ｉ
Ｃ
金
融
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（バ
ー
ゼ
ル
）

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
の
送
金
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク

な

お
、

Ｎ
Ｓ

Ａ
は

現
在

も

「”
〇
〓
〇
ヨ

Ｌ
お

〓
８
①
■

と

い
う
金
融
取
引
デ
ー
タ
の
収
集
計

画
を
運
用
し
て
い
る
．
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

（国
際
銀
行

間
通
信
協
会
）
の
通
信
シ
ス
テ
ム
に
侵
入
し
て
世

界
中
の
銀
行
間
の
送
金
決
済
情
報
を
取
得
し
た

り
、
ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー
ド
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ

通
信
を
世
界
中
か
ら
収
集
し
た
り
し
て
、
「
ト
ラ

ッ
ク
フ
ィ
ン
」
と
い
う
金
融
取
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
て
、
不
法
薬
物
密
輸
対
策
、
マ
ネ
ロ
ン

対
策
そ
の
他
多
方
面
に
活
用
し
て
い
る
〔

２
　
資
金
源
対
策
に
お
け
る
情
報
成
果

オ
サ

マ

・
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
関
係
の
資
金
送
金
を

監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ
サ

マ
が
世
界
中
の
広

汎
な
テ
ロ
活
動
に
対
し
て
資
金
援
助
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
ｃ
そ
の
成
果
の
例
を
挙
げ

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
ｃ

〇
　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
南
部

の

反
乱
イ

ス
ラ
ム
教
徒
を
資
金
援
助
す
る
た
め

に
、
欧
州
の
銀
行
日
座
か
ら
巨
額
資
金
を
フ
イ

リ
ピ
ン
ヘ
送
金
。

〇
　
一
九
九
五
年

一
二
月
、
ス
ー
ダ
ン

・
ハ
ル
ツ

ー
ム
の
オ
サ
マ
所
有
企
業
の
銀
行
日
座
か
ら
、

ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
の
テ
ロ
組
織

「
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア

武
装
イ
ス
ラ
ム
グ
ル
ー
プ

（Ｇ
Ｉ
Ａ
）」
の
ロ

ン
ド
ン
拠
点

へ
送
金
。

〇
　

一
九
九
六
年

（サ
ウ
ジ
国
内
で
の
テ
ロ
を
行

わ
な
い
代
償
と
し
て
）
サ
ウ
ジ
政
府
が
ア
ル
カ

イ
ダ
ヘ
巨
額
の
資
金
を
送
金
。

第

四
　

テ

ロ
攻
撃

黒
幕

と

し

て
オ

サ

マ
浮

上

（
一
九
九
五
年
以
降
）

オ
サ

マ

・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
、
米
国
は
当
初
テ

ロ
資
金
源
と
し
て
監
視
を
始
め
た
が
、
や
が
て
そ

の
重
要
性
に
気
付
き
、　
一
九
九
五
年
に
オ
サ

マ
や

ア
ル
カ
イ
ダ
幹
部

の
国
際
電
話

の
傍
受
を
開
始
し

た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
オ
サ

マ
は
、
資
金
援
助
に

止
ま
ら
ず
、
彼
自
ら
が
テ
ロ
自
体
に
関
与
し
て
い

る
こ
と
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。

１
　
オ
サ

マ
の
通
信
の
傍
受
方
法
と
有
効
性

当
時
、
オ
サ

マ
は
ス
ー
ダ
ン
に
拠
点
を
築

い
て

い
た
が
、
ス
ー
ダ
ン
の
国
際
電
話
は
全

て
首
都

ハ

ル
ツ
ー
ム
郊
外

の
衛
星
通
信
基
地
局
か
ら
イ
ン
テ

ル
サ

ッ
ト
又
は
ア
ラ
ブ
サ

ッ
ト
経
由
で
送
受
信
さ

れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
こ
の
国
際
電
話
を
傍
受
し
　
２２

て
い
た
の
で
あ
る
ｃ

傍
受
拠
点
は
、

ハ
ル
ツ
ー
ム
市
内

の
米
国
大
使

館
と
見
ら
れ
る
。
米
国
人
使
館
に
は

「特
別
収
集

サ

ー

ビ

ス

Ｓ

Ｃ

Ｓ

」

と

い

う

Ｎ

Ｓ

Ａ

と

Ｃ

Ｉ

Ａ

共

同
の
シ
ギ
ン
ト
収
集
拠
点
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

秘
匿
し
た
バ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
て
衛
星

通
信
を
傍
受
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
．

と
こ
ろ
が
、
オ
サ

マ
や
そ
の
側
近
は
使
用
す
る

電
話
機
を
次
々
と
交
換
す
る
と

い
う
単
純
で
は
あ

る
が
効
果
的
な
通
信
保
全
対
策
を
採

っ
て
い
た
．

そ
の
た
め
、
通
信
の
捕
捉
が
難
し
く
、
具
体
的
な

テ
ロ
作
戦
に
関
す
る
情
報
収
集
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
‘
使
用
電
話
番
号
を
漸
く
割
り
出

し
て
も
、
割
り
出
し
た
時
に
は
既
に
使
わ
れ
な
く

な

っ
て
い
る
こ
ど
が
多
か

っ
た
と

い
う
ｃ
当
時
の

Ｎ
Ｓ
Ａ
の
技
術
で
は
、

ハ
ル
ツ
ー
ム
郊
外

の
衛
星

通
信
基
地
局
経
由

の
通
話
と

い
う
だ
け
で
は
、
電

話
番
号
な
ど
通
話
を
特
定
す
る
何
ら
か
の
情
報
が

な

い
と
、
通
話

の
抽
出
分
析
が
で
き
な
か

っ
た
．

即
ち
、
青
声
認
識
技
術
を
使
用
す
る
な
ど
し
て
多

く
の
通
話

の
中
か
ら
標
的
通
話
を
自
動
的
に
検
索

抽
出
す
る
技
術
は
、
未
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
か

っ

た
と
推
定
で
き
る
。

唯

一
継
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
電
話
は
、

ハ
　
ー５

ル
ツ
ー
ム
南
郊
に
あ
る
オ
十

マ
の
農
場
の
電
話
で
　
晴



あ

っ
た
が
、
こ
の
電
話
は
基
本
的
に
テ
ロ
作
戦
で

は
使
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
ｃ

２
　
オ
サ
マ
の
テ
ロ
黒
幕
を
示
す
傍
受
情
報

オ
サ

マ
に
対
す
る
通
信
傍
受
は
十
分
で
は
な
か

つ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
オ
サ

マ
が
単
に
テ
ロ
資
金

の
提
供
者
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ロ
の
黒
幕

で
あ
る
こ
と
を
示
す
傍
受
情
報
も
捕
捉
で
き
た
。

そ
の
例
は
次
の
二
つ
で
あ
る
っ

〇

　

一
九
九
五
年

一
一
月

一
三
日
に
サ
ウ
ジ
の
リ

ヤ
ド
で
自
動
車
を
使
用
し
た
爆
弾
テ
ロ

（米
人

業
者
五
人
死
亡
）
が
起
き
た
が
、
こ
の
テ
ロ
の

三
〇
分
前
に
、

ハ
ル
ツ
ー
ム
南
郊
に
あ
る
オ
サ

マ
の
農
場
に

「
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
攻
撃
が
間

も
な
く
始
ま
る
」
と

の
電
話
が
寄
せ
ら
れ
た
。

〇
　

一
九
九
六
年
六
月
二
五
日
に
サ
ウ
ジ

・
ダ
ー

ラ
ン
の
コ
バ
ー
ル

・
タ
ワ
ー
に
お
い
て
爆
弾
テ

ロ

（米
軍
人

一
九
人
死
亡
）
が
起
き
た
が
、
こ

の
時
は
、
翌
二
六
ロ
オ
サ

マ
の
農
場
に
祝
福

の

電
話
が
多
数
掛
か

っ
て
き
た
．
電
話
を
掛
け
て

き
た
の
は
、

エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
ム
聖
戦
組
織

の
長
ア
イ

マ
ン

・
ア
ル
ザ
ワ
ヒ
リ
や
パ
レ
ス
テ

ナ
の
イ
ス
ラ
ム
聖
戦
組
織

の
長
ア
シ

ュ
ラ

・
ア

ル
ハ
ジ
な
ど
で
あ
る
．
ま
た
、
同
日
、
オ
サ

マ

は
サ
ウ
ジ
の
反
体
制
派

モ
ハ
メ
ド

・
ア
ル
マ
サ

リ
に
架
電
し
て
、　
一
九
九
五
年

の
リ
ヤ
ド
の
爆

弾
テ
ロ
は

「
最
初

の
行
動
で
あ
り
、
ダ
ー
ラ
ン

は
二
番
目
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
行
動
は
ま
だ

続
く
」
と
述
べ
た
の
が
傍
受
さ
れ
て
い
る

こ
れ
ら
の
通
信
傍
受

に
よ
り
、
オ
サ

マ
自
身
が

テ
ロ
の
黒
幕
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き

た
の
で
あ
る
３

第
五
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
移
動

と
通
信
傍
受
に
よ
る
テ
ロ
抑
止

（
一
九
九
六
年
以
降
）

１
　
オ
サ
マ
に
対
す
る
通
信
傍
受

ア
　
衛
星
携
帯
電
話
に
対
す
る
通
信
傍
受

オ
サ

マ

・
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
は
、　
一
九
九
六
年
六

月
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
ヘ
移
動
し
た
が
、
こ
れ
に

よ

っ
て
通
信
傍
受
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
．

そ
の
理
由
は
第

一
に
、
ア
フ
ガ
ン
の
通
信
イ
ン

フ
ラ
の
貧
弱
さ
で
あ
る
。　
一
九
九
〇
年
代
の
ア
フ

ガ
ン
は
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
実
質
的
に
存
在
し
な

い

状
況
で
あ

っ
た
。　
一
九
九
九
年
ア
フ
ガ
ン
全
上
の

人
日
は
約
二
二
〇
０
万
人
で
あ

つ
た
が
、
電
話
台

数
は
二
万
九
〇
〇
〇
台
し
か
な
く
、
そ
れ
も
殆
ど

は
首
都
カ
ブ
ー
ル
と
大
都
市
カ
ン
ダ

ハ
ル
に
集
中

し
て

い
た
。
実
質
的

に

フ
ア
ッ
ク
ス
は
存
在
せ

ず
、
光
回
線
も
存
在
し
な

い
．
携
帯
電
話
会
社
も

存
在
し
な
か

っ
た
．
二
〇
〇

一
年
七
月
、
タ
リ
バ

ン
政
権
は
不
浄
な
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
の
使
用
を
禁

止
し
た
が
、
そ
の
禁
止
前
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
　
ー５６

卜
通
信
は
事
実
上
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
　
　
贈

そ
の
結
果
、
オ
サ
マ
が
利
用
で
き
る
外
部
世
界

と
の
有
効
な
通
信
手
段
は

「衛
星
携
帯
電
話
」
し

か
な
か

っ
た
が
、
当
時
の
ア
フ
ガ
ン
で
は
衛
星
携

帯
電
話
は
高
価
な
贅
沢
品
で
あ
り
、
使
用
で
き
る

者
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
ア
フ

ガ
ン
で
の
携
帯
衛
星
電
話
の
殆
ど
全
て
を
傍
受
し

た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
オ
サ
マ
自
身
の
通
信
保
全
意
識
が
低

か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
パ
レ
ス
テ
ナ
の
Ｐ

Ｌ
Ｏ
諸
組
織
や
ハ
マ
ス
、
レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ
ボ
ラ

は
、
ソ
連
や
東
ド
イ
ツ
で
、
諜
報
や
保
全
に
つ
い

て
の
専
門
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
ア
ル
カ
イ
ダ

は
、
そ
の
よ
う
な
専
門
教
育
を
受
け
て
い
な
か

っ

た
。
そ
の
た
め
・、
オ
サ
マ
の
通
信
を
恒
常
的
に
傍

受
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
情
報
成
果
が
上
が
っ

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
オ
サ
マ
と
そ
の
側
近
の
作
戦
部
長

ム
ハ
マ
ド

・
ア
テ
フ
が
使
用
し
た
衛
星
携
帯
電
話

で
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
九
九
六
年

一
一
月
に
ア
ル

カ
イ
ダ
エ
作
員
が
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
購
入
し
た
も

の
で
あ
る
。
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
Ｍ
型
携
帯
衛
星
電

話
で
あ
り
、
三
千
時
間
以
上
の
通
話
代
込
み
で
七

五
〇
〇
ド
ル
で
購
入
し
て
い
る
。
通
話
は
、
携
帯

電
話
か
ら
イ
ン
ド
洋
上
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
衛
星
　
２３



で
直
接
中
継
さ
れ
る
ｃ
電
話
の
購
入
は
、
英
国
在

住

の
シ
ン
パ
の
ク
レ
ジ

ツ
ト
カ
ー
ド
を
使

っ
て
な

さ
れ
、
同

シ
ン
パ
経
由

で
ア
フ
ガ

ン
に
送
ら
れ

た
．こ
の
携
帯
電
話
が
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
作
戦
部

長
ム
ハ
マ
ド

・
ア
テ
フ
の
外
部
と

の
通
信
手
段
で

あ
り
、　
一
九
九
六
年
末
か
ら

一
九
九
八
年

一
〇
月

ま
で
の
二
年
間
に
、
三
二
〇
〇
時
間
に
及
ぶ
通
話

が
な
さ
れ
た
。
通
話

の
頻
度
は
、
英
国

二
六
〇

回
、
イ

エ
メ
ン
二
〇
〇
回
以
上
、
ス
ー
ダ
ン

一
三

一
回
、
イ
ラ
ン

一
〇
六
回
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

六
七
回
、
パ
キ

ス
タ

ン
五
九
回
、
サ
ウ
ジ
五
七

日
、
米
国
六
回
で
あ

っ
た
と

い
う
ｃ

イ
　
そ
の
他
の
通
信
傍
受

こ
の
他
に
も
、　
一
九
九
六
年
末
、
ケ

ニ
ヤ

・
ナ

イ

ロ
ビ
の
米
大
使
館
を
拠
点
に
、
ナ
イ
ロ
ビ
国
内

で
ア
ル
カ
イ
ダ
エ
作
員
が
使
用
す
る
五
個
の
番
号

の
電
話

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
傍
受
を
開
始
し
た
ｃ
こ

れ
は

「
特
別
収
集
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
る
大
使
館
や

領
事
館
を
拠
点
と
し
た
シ
ギ
ン
ト
活
動
で
あ
る
。

ま
た
、　
一
九
九
八
年
秋
か
ら
は
、
イ

エ
メ
ン
の

ア
ハ
メ
ド

・
ア
ル

・
ハ
ダ
の
電
話
傍
受
を
開
始
し

た
。
こ
れ
は
後
述
す
る

一
九
九
八
年
の
米
大
使
館

テ
ロ
の
計
画
立
案
者

の

一
人
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の

尋
問
か
ら
電
話
番
号
が
大
手
で
き
、
侍
受
が
開
始

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
イ

エ
メ
ン
の
ア
ル

・
ハ
ダ

は
、
オ
サ

マ
や
ア
ル
カ
イ
ダ
中
枢
と
ア
ル
カ
イ
ダ

エ
作
員
の
間
の
通
信
を
中
継
し
て
い
た
ほ
か
、
彼

自
身
が
、
テ
ロ
の
計
画
立
案
や
兵
靖

の
セ
ン
タ
ー

で
も
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年

の
米
駆
逐
艦

コ
ー
ル
攻

撃
も
こ
こ
で
立
案
さ
れ
て
い
た
。

更
に

一
九
九
九
年
に
は
、
米
国
の
秘
密
工
作
員

が
、
ア
フ
ガ
ン

・
コ
ー
ス
ト
の
ア
ル
カ
イ
ダ

・
キ

ャ
ン
プ
の
近
隣
に
浸
透
し
て
、
シ
ギ
ン
ト
収
集
シ

ス
テ
ム
を
秘
密
裏
に
設
置
し
た
と

い
う
。

マ
シ
ュ

ー

・
エ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
シ
ギ
ン
ト
収
集
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
の
は
、
「
特
別
収
集
サ
ー
ビ

ス
」

と
さ
れ
る
が
、
当
時
、
ア
フ
ガ
ン
国
内
に
は
米
国

の
大
使
館
や
領
事
館
は
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
、

こ
れ
に
は
疑
間
が
残
る
．
そ
の
他

の
シ
ギ
ン
ト
の

秘
密
工
作
部
隊
を
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

ウ
　
オ
サ

マ
に
よ
る
衛
星
電
話
の
使
用
停
止

オ
サ

マ
の
衛
星
携
帯
電
話
の
傍
受
は
有
効
な
情

報
源
で
あ

っ
た
が
、　
一
九
九
八
年
に
ニ
ュ
ー
ス
報

道
で
衛
星
電
話
傍
受
が
漏
洩
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

一
九
九
八
年

一
〇
月
に
オ
サ

マ
は
衛
星
電
話

の
使

用
を
停
止
す
る
‘　
一
九
九
八
年
秋
以
降
は
、
ア
ル

カ
イ
ダ
エ
作
員

へ
の
指
令
は
、
オ
サ

マ
の
代
理
人

が
パ
キ
ス
タ
ン
国
内

の
ペ
シ
ャ
ワ
ル
か
ら
公
衆
電

話
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

但
し
、
オ
サ

マ
は
衛
星
電
話

の
使
用
を
停
止
し

た
も

の
の
、
世
界
中
に
展
開
す
る
他

の
ア
ル
カ
イ

ダ
幹
部
は
依
然
と
し
て
衛
星
電
話
、
携
帯
電
話
、
　

２４

そ
の
他

の
通
信
機
器
を
使

っ
て
作
戦
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
と

い
う
。
そ
の
た
め
に
、
ア
ル
カ
イ
ダ

に
よ
る
テ
ロ
を
相
当
数
抑
止
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。

２
　
通
信
傍
受
に
よ
る
テ
ロ
抑
止
の
成
果

通
信
傍
受

に
よ
り
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
ア
ル

カ
イ
ダ
に
よ
る
テ
ロ
の
多
く
を
抑
止
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

〇
　

一
九
九
七
年
　
海
外
米
大
使
館
に
対
す
る
攻

撃
を
二
回
阻
止
、
計
画
段
階
三
件
予
防
。

〇
　

一
九
九
八
年
　
海
外
の
米
外
交

・
軍
事
施
設

に
対
す
る
攻
撃
計
画
を
七
回
阻
止
．

〇
　

一
九
九
八
年
　
米
国
旅
客
機

の
ハ
イ
ジ

ャ
ッ

ク
を
未
然
防
止
．

〇

　

一
九
九
八
年
人
月
七
ロ
　
ケ

ニ
ア
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
米
大
使
館
自
爆
攻
撃

へ
の
ア
ル
カ
イ
ダ

の
関
与
を
解
明

（解
明
に
は
、
ケ

ニ
ヤ

・
ナ
イ

ロ
ビ
の
米
大
使
館
か
ら
の
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
エ
作
員

間
の
通
信
傍
受
が
貢
献
し
て
い
る
●

な
お
、
米
国
は
、
同
月
二
０
日
、
ア
フ
ガ
ン
の

ア
ル
カ
イ
ダ
関
連
施
設
六
か
所
を
、
ア
ラ
ビ
ア
海

上
か
ら
ト

マ
ホ
ー
ク
巡
航
ミ
サ
イ
ル
六
六
発
で
攻

撃
し
た
．
オ
サ

マ
は
、
攻
撃
数
時
間
前
に
は
ホ
１
　
１５

ス
ト
の
訓
練
キ
ャ
ン
プ
に
お
り
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
オ
サ
　
畔



マ
の
所
在
を
衛
星
携
帯
電
話
の
使
用
に
よ
り
確
認

し
て
い
た
が
、
実
際
の
攻
撃
時
に
は
オ
サ
マ
は
移

動
し
て
い
て
命
拾
い
し
た
ｃ

〇
　
一
九
九
九
年
初
頭
　
在
ベ
ル
ギ
ー
英
国
大
使

館
の
攻
撃
検
討
を
把
握
．

〇
　

一
九
九
九
年
六
月
　
テ
ロ
計
画
を
把
握
、
ア

フ
リ
カ
の
米
大
使
館
六
か
所
を

一
時
間
鎖
．

〇
　
一
九
九
九
年
七
月
　
西
欧
で
の
テ
ロ
計
画
を

把
握
．

○
　
サ
ウ
ジ
の
銀
行
家
ら
に
よ
る
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ

ン
資
金
の
秘
密
移
転
を
把
握
．

〇
　

一
九
九
九
年
七
月
　
テ
ロ
計
画
把
握
に
よ

り
、
米
国
の
国
務
長
官
と
国
防
長
官
の
ア
ル
バ

ニ
ア
訪
間
中
止

〇
　
二
〇
〇
〇
年

一
月
　
ョ
ル
ダ
ン
で
の
二
か
所

同
時
テ
ロ
を
未
然
防
止
．

〇
　
二
〇
〇
〇
年
　
イ
エ
メ
ン
で
の
米
駆
逐
艦
サ

リ
ヴ
ァ
ン
ス
ヘ
の
ボ
ー
ト
自
爆
攻
撃
を
防
止
．

第
六
　
九

・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
ヘ
の
道

１
　
シ
ギ
ン
ト
に
よ
る
兆
候
情
報
の
入
手

こ
う
し
て
、
米
国
は
シ
ギ
ン
ト
に
よ

っ
て
ア
ル

カ
イ
ダ
の
テ
ロ
の
多
く
を
阻
止
し
て
き
た
，

し
か
し
、
二
〇
〇

一
年
九
月

一
　

日
に
は
米
国

同
時
多
発

テ
ロ
事
件

の
成
功
を
許
し

て
し
ま

っ

た
ｃ
こ
の
間
、
米
国
の
シ
ギ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な

情
報
を
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
九

・
一
一

テ
ロ
に
つ
い
て
全
く
兆
候
を
把
握
し
得
な
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
ｃ

実
は
、
米
国
の
シ
ギ
ン
ト
は
、
米
国
を
標
的
と

す
る
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
大
規
模
テ
ロ
の
兆
候
情

報
を
入
手
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

〇
　
二
〇
〇
〇
年
末
　
オ
サ

マ

・
ビ
ン
ラ
デ
イ
ン

が

「米
国
に
対
す
る
広
島
」
の
実
行
を
計
画
中

と
の
ア
ル
カ
イ
ダ
エ
作
員
の
通
話
を
入
手
。

〇
　
二
〇
〇

一
年
五
月
か
ら
六
月
初
に
か
け
て
、

近
く
対
米
テ
ロ
攻
撃

の
実
施
を
示
唆
す
る
通
信

を
三
三
件
以
上
傍
受
し
た
。
但
し
、
作
戦
内
容

は
不
明
．

〇
　
二
〇
〇

一
年
夏
　
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
通
信

量
が
増
加
し
、
攻
撃
間
近
を
示
唆
す
る
兆
候
を

示
し
て
い
た
ｃ

Ｏ
　
二
〇
〇

一
年
六
月
　
シ
ギ

ン
ト
情
報

に
よ

り
、
サ
ウ
ジ
の
米
軍
施
設
攻
撃
を
計
画
し
て
い

た
工
作
員
二
人
を
逮
捕
し
、
ま
た
、
パ
リ
の
米

外
交
施
設
攻
撃
を
計
画
し
て
い
た
工
作
員

一
人

を
逮
捕
し
た
。

〇
　
一
一〇
〇

一
年
六
月
二
二
日
に
ア
ル
カ
イ
ダ
エ

作
員
間
で
の

「大
攻
撃
が
切
迫
し
て
い
る
」
と

の
通
話
の
傍
受
に
基
づ
き
、
攻
撃

の
時
期
と
場

所
は
不
明
で
あ

っ
た
が
、
中
東
に
展
開
す
る
米

軍
に
警
報
が
発
出
さ
れ
、
第
五
艦
隊

（基
地
バ

―
レ
ー
ン
）
の
艦
船
は
ボ
ー
ト
に
よ
る
自
爆
攻
　
晰

撃
に
備
え
て
洋
上
に
退
避
し
た
っ　
　
　
　
　
　
嗜

〇
　
二
〇
〇

一
年
七
――
　
シ
ギ

ン
ト
情
報

に
よ

り
、
パ
リ
、

ロ
ー

マ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
ア

ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
テ
ロ
を
阻
止
．

〇
　
一
一〇
〇

一
年
八
月
　
ビ

ン
ラ
デ
イ
ン
の
右
腕

ア
ブ

・
ズ

ベ
イ
ド
が

「
九
月
の
作
戦
」
に
つ
い

て
吾
及
す
る
通
信
を
傍
受
し
た
．

〇
　
一
一〇
〇

一
年
八
月
　
オ
サ

マ
が
作
戦
計
画
に

関
し
て
賞
賛
す
る
通
話
を
傍
受
し
た
。

〇
　
一
一〇
〇

一
年
九
月

一
〇
ロ
　
ア
フ
ガ
ン
内

の

ア
ル
カ
イ
ダ
幹
部
が

「
明
日
が
ゼ
ロ
時
だ
」
と

通
話

で
語
る
の
を
捕
捉
し
た
。
（本
通
話
は
九

月

一
一
口
に
お
け
る
攻
撃
を
示
唆
す
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
具
体
的
な
攻
撃
内
容
に
関
す
る
情
報
は

な
く
、
ま
た
、
本
通
話
の
英
語
翻
訳
は
攻
撃
後
の

一
二
日
で
あ

っ
た
Ｊ

な
お
、
当
時
の
米
国
の
分
析
官

の
多
く
は
、
そ

れ
ま
で
の
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
テ
ロ
事
案
や
兆
候

情
報
か
ら
判
断
し
て
、
テ
ロ
攻
撃

の
主
対
象
と
し

て
、
中
近
東
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
地
域
に
お
け
る
大

使
館
や
駐
留
米
軍
な
ど
米
国
権
益
を
想
定
し
て
い

た
が
、
こ
れ
に
は
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
ぅ

２
　

ンヽ
ギ
ン
ト
情
報
の
限
界

こ
の
よ
う
に
、
米
国
シ
ギ
ン
ト
は
、
米
国
に
対
　
２５



す
る
大
規
模
テ
ロ
の
兆
候
は
把
握
し
続
け
て
い
た

も

の
の
、
■
（体
的
に
九

・
一
一
テ
ロ
の
内
容
を
把

握
、
或

い
は
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
ｃ

こ
の
点
に
つ
い
て
、
オ
サ

マ

・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

は
、
内
部
に
向
け
て
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

「作
戦
を
実
行
し
た
兄
弟
た
ち
は
、
み
な
殉
教
作

戦
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
お
り
、
我
々
は
彼
ら
に

ア
メ
リ
カ
に
赴
く
よ
う
に
指
示
し
た
。
し
か
し
、

彼
ら
は
作
戦
内
容
に
つ
い
て
は
全
く
何
も
知
ら
な

か

っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
で
訓
練
を

受
け
、
我

々
が
作
戦

の
概
要
を
示
し
た
の
は
、
彼

ら
が
航
空
機
に
乗
り
込
む
直
前
で
あ

っ
た
。
」
⌒二

〇
０

一
年
二

一
月
に
米
軍
が
ア
フ
ガ
ン
内
の
ア
ル
カ

イ
ダ
基
地
か
ら
押
収
し
た
ビ
デ
オ

・
テ
ー
プ
に
記
録

さ
れ
た
オ
サ
マ
の
発
言
．
同
年

一
二
月

一
三
日
に
公

開
さ
れ
た
ご

こ
の
発
言
が
示
す

の
は
、
九

。
一
一
テ
ロ
事
件

に
つ
い
て
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
作
戦
保
全
と

通
信
保
全
が
し

っ
か
り
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で

あ
る
．
実
際
、
テ
ロ
計
画
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
カ

イ
ダ
の
中
枢
に
い
る
ほ
ん
の
少
数

の
者
し
か
知
ら

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
ｃ

Ｎ
Ｓ
Ａ
は
、
そ
の
強
大
な
シ
ギ
ン
ト
能
力
に
も

拘
わ
ら
ず
、
米
国
内

に
お
け
る
テ
ロ
攻
撃

の
日

時
、
場
所
、
参
加
者
、
方
法
に
関
す
る
具
体
的
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
ｃ
ア
ル
カ
イ

ダ
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
攻

撃
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
ど
こ
ろ
か
、
米
国
内

で

の
攻
撃
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
自
体

の
情
報
も
入

手
で
き
な
か

っ
た
ｃ

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
シ
ギ
ン
ト
情
報

の
入
手
に

失
敗
し
た
と

い
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
シ
ギ
ン
ト

空
間
に
そ
の
よ
う
な
情
報
、
即
ち
シ
ギ
ン
ト
情
報

自
体
が
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
こ

こ
の
意
味
で
、
シ
ギ
ン
ト
と
雖
も
万
全
な
情
報

源
で
は
な

い
。
作
戦
保
全
と
通
信
保
全
が
完
壁
で

あ
れ
ば
、
情
報
は
入
手

で
き
ず
、
テ
ロ
抑
止
も
で

き
な

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
シ
ギ
ン
ト
は
優
れ

た
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
の
代
わ
り
に
は
な
ら
な

い
と
言

わ
れ
る
．
し
か
し
他
方
、
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
に
よ
る

情
報
収
集

の
困
難
さ
は
既
に
述

べ
た
通
り

で
あ

る
。
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
で
事
前
に
九

。
一
一
テ
ロ
の

実
施
計
画
を
入
手
す
る
に
は
、
オ
サ

マ
の
最
側
近

に
協
力
者
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ

が
見
果
て
ぬ
夢
で
あ

っ
た
の
は
明
白
で
あ
る
．

結
果
と
し
て
、
シ
ギ
ン
ト
に
限
界
が
あ
ろ
う
と

も
、
シ
ギ
ン
ト
が
テ
ロ
対
策
に
お
い
て
主
要
な
情

報
源
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
ｃ
米
国
に
よ

る
テ
ロ
対
策
で
は
、
テ
ロ
防
止

・
テ
ロ
リ
ス
ト
捕

捉
に
至
る
作
戦
行
動
に
資
す
る
情
報

の
主
要
源
は

シ
ギ
ン
ト
で
あ
り
、　
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
シ
ギ

ン
ト
が
テ
ロ
対
策
情
報
で
は
主
た
る
地
“Ｌ

（一一８
σ

∽Ｆ
お
）
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る

（な
お
、
シ
ギ
　
２６

ン
ト
が
主
情
報
源
で
あ
る
こ
と
は
、
米
国
の
薬
物
対

策
、
武
器

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
武
器
拡
散
対
策
、
国
際

経
済
問
題
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
じ
．

こ
こ
で
テ
ロ
対
策

一
般

に

つ
い
て
付
言
す
れ

ば
、
そ
も
そ
も
、
テ
ロ
を
完
全
に
予
防
す
る
、
ま

し
て
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ

ツ
ト
に
対
す
る
テ
ロ
を
完
全

に
予
防
す
る
こ
と
は
、
テ
ロ
本
来
の
性
格
か
ら
し

て
、
民
主
主
義
国
家
で
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
．

そ
し
て
、
我
が
国
の
よ
う
に
治
安
当
局
の
権
限
が

欧
米
民
主
主
義
諸
国
と
比
べ
て
も
極
め
て
制
限
さ

れ
て
い
る
国
で
は
、
テ
ロ
対
策
は
更
に
難
し

い
の

で
あ
る
．
極
左
暴
力
集
団
中
核
派

の
活
動
家
大
坂

正
明
は

一
九
七

一
年
に
敢
行
し
た
殺
人
事
件
で
指

名
手
配
さ
れ
て
い
た
が
、
逮
捕
さ
れ
た
の
は
二
〇

一
七
年
で
あ
る
。
こ
の
間
実
に
四
六
年
間
も
地
下

に
潜
伏
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
警
察
当
局
関

係
者

の
多
大
な
努
力
に
は
敬
意
を
表
し

つ
つ
も
、

権
限
を
欠
く
我
が
国
治
安
当
局
の
実
力
に
幻
想
を

抱

い
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
‥
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